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　　　　　　　　　　　　　　　　 規 則

　 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 の 徴 収 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 二 十 六 号

　　　 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 の 徴 収 に 関 す る 条 例 施 行 規 則
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　 （ 趣 旨 ）

第 一 条　 こ の 規 則 は 、 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 の 徴 収 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 一

号 ） 第 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 （ 以 下 「 納 付 金 」 と い う 。 ） の 徴 収 に 関 し 必 要 な

事 項 を 定 め る も の と す る 。

　 （ 納 付 金 の 額 の 通 知 ）

第 二 条　 知 事 は 、 年 度 ご と に 、 当 該 年 度 に お い て 市 町 村 か ら 徴 収 す べ き 納 付 金 の 額 を あ ら か じ め 当 該 市 町 村

に 通 知 す る も の と す る 。

　 （ 納 付 金 の 徴 収 方 法 ）

第 三 条　 各 年 度 に お い て 市 町 村 か ら 徴 収 す べ き 納 付 金 は 、 当 該 年 度 の 八 月 か ら 三 月 ま で の 各 月 に 徴 収 す る も

の と す る 。

２　 前 項 の 各 月 に お い て 市 町 村 が 納 付 す べ き 額 及 び 期 限 は 、 知 事 が 定 め る 。

　 （ 雑 則 ）

第 四 条　 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 納 付 金 の 徴 収 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 定 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 行 政 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 二 十 七 号

愛 知 県 行 政 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

愛 知 県 行 政 組 織 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 規 則 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 一 項 中 「 総 務 事 務 管 理 課　 財 政 課　　　　 」 を 「 財 政 課 」 に 、 「 職 員 厚 生 課 」 を
「 職 員 厚 生 課

　 総 務 事 務 管 理 課 」 に 改 め 、 同 条

中 第 六 項 を 削 り 、 第 七 項 を 第 六 項 と し 、 第 八 項 を 第 七 項 と し 、 第 九 項 を 第 八 項 と し 、 同 条 第 十 項 第 四 号 中 「 犯

則 取 締 り 」 を 「 犯 則 事 件 の 調 査 及 び 処 分 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 九 項 と し 、 同 条 中 第 十 一 項 を 第 十 項 と し 、

第 十 二 項 か ら 第 十 四 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 第 十 五 項 中 第 五 号 を 第 七 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 二

号 を 加 え る 。

五　 地 方 公 務 員 災 害 補 償 基 金 に 関 す る こ と 。

六　 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る こ と 。

第 四 条 中 第 十 五 項 を 第 十 四 項 と し 、 第 十 六 項 を 第 十 五 項 と し 、 第 十 七 項 を 第 十 六 項 と し 、 同 条 第 十 八 項 第

九 号 及 び 第 十 号 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 十 七 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

18　 総 務 事 務 管 理 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

一　 職 員 の 給 与 の 支 給 そ の 他 総 務 事 務 の 集 中 的 な 処 理 に 関 す る こ と 。

二　 職 員 の 旅 費 に 関 す る こ と 。

三　 総 務 事 務 に 係 る 改 革 の 推 進 に 関 す る 総 合 的 な 企 画 調 整 に 関 す る こ と 。

第 四 条 第 十 九 項 中 「 及 び 職 員 厚 生 課 」 を 「 、 職 員 厚 生 課 及 び 総 務 事 務 管 理 課 」 に 改 め る 。

第 六 条 の 見 出 し 並 び に 同 条 第 一 項 並 び に 第 二 項 第 一 号 か ら 第 五 号 ま で 及 び 第 十 二 号 中 「 県 民 生 活 部 」 を 「 県

民 文 化 部 」 に 改 め る 。

第 七 条 第 一 項 中 「 大 気 環 境 課　 水 地 盤 環 境 課 」 を
「 地 球 温 暖 化 対 策 課

　 水 大 気 環 境 課　　 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 か ら 第 七 項 ま で を 次 の よ う

に 改 め る 。

４　 地 球 温 暖 化 対 策 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

一　 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る こ と 。

二　 自 動 車 環 境 対 策 の 推 進 に 関 す る こ と 。

５　 水 大 気 環 境 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

一　 公 共 用 水 域 の 水 質 の 汚 濁 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 企 画 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

二　 公 共 用 水 域 の 水 質 の 汚 濁 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め の 調 査 、 指 導 及 び 規 制 に 関 す る こ と 。

三　 公 共 用 水 域 の 水 質 の 汚 濁 に 係 る 公 害 の 苦 情 処 理 に 関 す る こ と 。

四　 地 下 水 の 水 質 の 汚 濁 及 び 土 壌 の 汚 染 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 企 画 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

五　 地 下 水 の 水 質 の 汚 濁 及 び 土 壌 の 汚 染 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め の 調 査 、 指 導 及 び 規 制 に 関 す る こ と 。

六　 地 下 水 の 水 質 の 汚 濁 及 び 土 壌 の 汚 染 に 係 る 公 害 の 苦 情 処 理 に 関 す る こ と 。

七　 特 定 水 道 利 水 障 害 の 防 止 の た め の 水 道 水 源 水 域 の 水 質 の 保 全 に 関 す る こ と 。

八　 大 気 の 汚 染 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 企 画 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

九　 大 気 の 汚 染 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め の 調 査 、 指 導 及 び 規 制 に 関 す る こ と 。

十　 大 気 の 汚 染 に 係 る 公 害 の 苦 情 処 理 に 関 す る こ と 。

十 一　 オ ゾ ン 層 保 護 対 策 の 推 進 に 関 す る こ と 。

十 二　 浄 化 槽 の 設 置 及 び 維 持 管 理 並 び に 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る こ と 。
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十 三　 騒 音 、 振 動 、 悪 臭 及 び 地 盤 の 沈 下 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 七 項 に お い て 「 騒 音 等 」 と い う 。 ） に 係 る 環

境 保 全 対 策 の 企 画 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

十 四　 騒 音 等 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め の 調 査 、 指 導 及 び 規 制 に 関 す る こ と 。

十 五　 騒 音 等 に 係 る 公 害 の 苦 情 処 理 に 関 す る こ と 。

６　 水 大 気 環 境 課 に 生 活 環 境 地 盤 対 策 室 を 置 く 。

７　 生 活 環 境 地 盤 対 策 室 に お い て は 、 次 の 事 務 を 処 理 す る 。

一　 公 共 用 水 域 の 水 質 の 汚 濁 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 推 進 に 関 す る こ と 。

二　 浄 化 槽 の 設 置 及 び 維 持 管 理 並 び に 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る こ と 。

三　 騒 音 等 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 企 画 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

四　 騒 音 等 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め の 調 査 、 指 導 及 び 規 制 に 関 す る こ と 。

五　 騒 音 等 に 係 る 公 害 の 苦 情 処 理 に 関 す る こ と 。

第 八 条 第 五 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 一　 認 知 症 対 策 そ の 他 の 介 護 予 防 の 推 進 に 関 す る こ と 。

第 八 条 第 六 項 中 「 地 域 包 括 ケ ア 推 進 室 」 を 「 地 域 包 括 ケ ア ・ 認 知 症 対 策 室 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 地 域

包 括 ケ ア 推 進 室 」 を 「 地 域 包 括 ケ ア ・ 認 知 症 対 策 室 」 に 、 「 地 域 包 括 ケ ア に 関 す る 」 を 「 次 の 」 に 改 め 、 同

項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。

一　 地 域 包 括 ケ ア に 関 す る こ と 。

二　 認 知 症 対 策 そ の 他 の 介 護 予 防 の 推 進 に 関 す る こ と 。

第 八 条 第 十 一 項 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条

第 二 十 項 中 第 二 十 四 号 を 第 二 十 五 号 と し 、 第 十 四 号 か ら 第 二 十 三 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 三 号 の 次

に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 四　 住 宅 宿 泊 事 業 に 関 す る こ と 。

第 十 一 条 第 十 九 項 中 第 十 九 号 を 第 二 十 号 と し 、 第 八 号 か ら 第 十 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 七 号 の 次

に 次 の 一 号 を 加 え る 。

八　 住 宅 確 保 要 配 慮 者 に 対 す る 賃 貸 住 宅 の 供 給 の 促 進 に 関 す る こ と 。

第 十 四 条 の 三 第 四 項 県 民 安 全 課 の 分 掌 事 務 第 十 四 号 を 削 る 。

第 十 五 条 第 八 項 課 税 第 一 課 の 分 掌 事 務 第 三 号 中 「 及 び 犯 則 取 締 り 」 を 削 り 、 同 分 掌 事 務 第 五 号 中 「 、 利 子

等 に 係 る 県 民 税 等 に 係 る 徴 収 金 の 犯 則 取 締 り 」 を 削 り 、 同 項 課 税 第 二 課 の 分 掌 事 務 第 三 号 中 「 及 び 犯 則 取 締

り 」 を 削 り 、 同 分 掌 事 務 第 五 号 中 「 、 県 た ば こ 税 に 係 る 徴 収 金 の 犯 則 取 締 り 」 を 削 り 、 同 項 資 料 管 理 課 の 分

掌 事 務 第 一 号 中 「 第 四 号 並 び に 」 を 削 り 、 同 分 掌 事 務 中 第 四 号 を 削 り 、 第 五 号 を 第 四 号 と し 、 同 項 高 辻 間 税

課 の 分 掌 事 務 第 四 号 及 び 安 城 間 税 課 の 分 掌 事 務 第 三 号 中 「 及 び 犯 則 取 締 り 」 を 削 り 、 同 条 第 九 項 中 「 減 免 、 」

を 「 減 免 並 び に 」 に 改 め 、 「 並 び に 自 動 車 取 得 税 に 係 る 徴 収 金 の 犯 則 取 締 り 」 を 削 る 。

第 二 十 四 条 の 二 第 五 項 生 活 環 境 安 全 課 の 分 掌 事 務 中 第 十 三 号 を 第 十 四 号 と し 、 第 五 号 か ら 第 十 二 号 ま で を

一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五　 住 宅 宿 泊 事 業 に 関 す る こ と 。

　 第 二 十 四 条 の 二 第 五 項 環 境 ・ 食 品 安 全 課 の 分 掌 事 務 中 第 二 十 号 を 第 二 十 一 号 と し 、 第 五 号 か ら 第 十 九 号 ま

で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 五　 住 宅 宿 泊 事 業 に 関 す る こ と 。

　 第 二 十 四 条 の 二 第 六 項 中 「 、 愛 知 県 半 田 保 健 所 」 及 び 「 、 愛 知 県 新 城 保 健 所 」 を 削 り 、 同 条 第 七 項 の 表 愛

知 県 半 田 保 健 所 美 浜 保 健 分 室 の 項 、 愛 知 県 衣 浦 東 部 保 健 所 み よ し 保 健 分 室 の 項 及 び 愛 知 県 新 城 保 健 所 設 楽 保

健 分 室 の 項 を 削 る 。

　 第 二 十 四 条 の 三 第 六 項 の 表 愛 知 県 東 三 河 福 祉 相 談 セ ン タ ー の 項 を 削 る 。

　 第 二 十 七 条 第 一 項 中 「 教 務 ・ 支 援 課 」 を 「 支 援 課 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 教 務 ・ 支 援 課 の 分 掌 事 務 中 「 教 務 ・

支 援 課 」 を 「 支 援 課 」 に 改 め 、 同 分 掌 事 務 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第

五 号 を 第 四 号 と す る 。

　 第 二 十 八 条 第 一 項 の 表 中 央 病 院 の 項 中

「 手 術 部 麻 酔 科 」 を

「
手 術 部

臨 床 第 十 部

麻 酔 科

小 児 心 療 科
」
に 改 め 、 同 表 春 日

台 職 業 訓 練 校 の 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 春 日 台 職 業 訓 練 校 の 分 掌 事 務 を 削 り 、 同 条 第 六 項 医 事 課 の 分 掌 事 務 第

一 号 中 「 受 付 け 」 を 「 受 付 」 に 改 め 、 同 項 臨 床 第 八 部 の 分 掌 事 務 第 二 号 中 「 耳 鼻 い ん こ う 科 」 を 「 耳 鼻 咽 喉

科 」 に 改 め 、 同 項 臨 床 第 九 部 の 分 掌 事 務 の 次 に 臨 床 第 十 部 の 分 掌 事 務 と し て 次 の よ う に 加 え る 。

　　 臨 床 第 十 部

　　　 小 児 の 心 療 精 神 科 診 療 及 び 医 療 向 上 の た め の 研 究 に 関 す る こ と 。

　 第 二 十 八 条 第 六 項 中 央 検 査 部 の 分 掌 事 務 第 一 号 中 「 エ ツ ク ス 線 」 を 「 エ ッ ク ス 線 」 に 改 め 、 同 条 中 第
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三 十 一 項 を 第 三 十 二 項 と し 、 第 十 七 項 か ら 第 三 十 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 六 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加

え る 。

17　 臨 床 第 十 部 の 小 児 心 療 科 に お い て は 、 小 児 の 心 療 精 神 科 診 療 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。

第 四 十 条 第 七 項 の 表 あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 常 滑 窯 業 技 術 セ ン タ ー の 項 及 び あ い ち 産 業 科 学 技 術

総 合 セ ン タ ー 瀬 戸 窯 業 技 術 セ ン タ ー の 項 を 削 り 、 同 条 第 八 項 産 業 技 術 セ ン タ ー の 分 掌 事 務 第 一 号 中 「 窯 業 、 」

を 削 り 、 同 分 掌 事 務 中 第 六 号 を 第 七 号 と し 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六　 産 業 デ ザ イ ン （ 窯 業 に 関 す る も の に 限 る 。 ） の 研 究 、 調 製 及 び 配 布 に 関 す る こ と 。

　 第 四 十 条 第 八 項 常 滑 窯 業 技 術 セ ン タ ー 及 び 瀬 戸 窯 業 技 術 セ ン タ ー の 分 掌 事 務 を 削 り 、 同 条 第 九 項 の 表 常 滑

窯 業 技 術 セ ン タ ー の 項 及 び 瀬 戸 窯 業 技 術 セ ン タ ー の 項 を 削 り 、 同 条 第 十 三 項 か ら 第 十 五 項 ま で を 次 の よ う に

改 め る 。

13　 産 業 技 術 セ ン タ ー の 所 掌 事 務 を 分 掌 さ せ る た め 、 窯 業 試 験 場 を 置 く 。

14　 前 項 の 窯 業 試 験 場 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。

名 称 位 置

あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 産 業 技 術 セ ン タ ー 常 滑 窯 業 試 験 場 常 滑 市

あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 産 業 技 術 セ ン タ ー 三 河 窯 業 試 験 場 碧 南 市

あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 産 業 技 術 セ ン タ ー 瀬 戸 窯 業 試 験 場 瀬 戸 市

15　 前 項 の 各 窯 業 試 験 場 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　　 常 滑 窯 業 試 験 場

　　 瀬 戸 窯 業 試 験 場

一　 公 印 の 管 守 に 関 す る こ と 。

二　 窯 業 製 品 の 製 造 技 術 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

三　 原 材 料 及 び 製 品 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

四　 研 究 会 、 講 習 会 、 講 演 会 及 び 実 地 指 導 に 関 す る こ と 。

五　 設 備 及 び 機 械 器 具 の 貸 付 け に 関 す る こ と 。

六　 試 作 品 及 び 見 本 品 の 貸 与 及 び 頒 布 に 関 す る こ と 。

七　 産 業 デ ザ イ ン （ 窯 業 に 関 す る も の に 限 る 。 ） の 研 究 、 調 製 及 び 配 布 に 関 す る こ と 。

　 三 河 窯 業 試 験 場

一　 公 印 の 管 守 に 関 す る こ と 。

二　 窯 業 製 品 の 製 造 技 術 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

三　 原 材 料 及 び 製 品 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

第 四 十 条 中 第 十 九 項 を 第 二 十 一 項 と し 、 第 十 八 項 を 第 二 十 項 と し 、 第 十 七 項 を 第 十 九 項 と し 、 同 条 第 十 六

項 中 「 瀬 戸 窯 業 技 術 セ ン タ ー 」 を 「 瀬 戸 窯 業 試 験 場 」 に 改 め 、 同 項 製 品 開 発 室 の 分 掌 事 務 第 二 号 中 「 産 業 デ

ザ イ ン 」 の 下 に 「 （ 窯 業 に 関 す る も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 十 八 項 と し 、 同 条 第 十 五 項 の 次 に 次

の 二 項 を 加 え る 。

16　 第 十 四 項 の 各 窯 業 試 験 場 （ 三 河 窯 業 試 験 場 を 除 く 。 ） に 次 の 表 の 下 欄 に 掲 げ る 室 を 置 く 。

常 滑 窯 業 試 験 場 材 料 開 発 室

瀬 戸 窯 業 試 験 場 セ ラ ミ ッ ク ス 技 術 室

製 品 開 発 室

17　 常 滑 窯 業 試 験 場 の 材 料 開 発 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

一　 窯 業 製 品 の 製 造 技 術 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

二　 原 材 料 の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

三　 産 業 デ ザ イ ン （ 窯 業 に 関 す る も の に 限 る 。 ） の 試 験 研 究 及 び 技 術 支 援 に 関 す る こ と 。

　 第 四 十 一 条 第 二 項 中 「 、 愛 知 県 立 窯 業 高 等 技 術 専 門 校 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 及 び 」 を 「 、 愛 知 県 立 窯

業 高 等 技 術 専 門 校 及 び 」 に 改 め る 。

第 四 十 四 条 第 一 項 の 表 教 育 部 の 項 中 「 農 学 科　 研 究 科 」 を 「 農 学 科 」 に 改 め 、 同 表 研 修 部 の 項 中 「 研 修 科 」 を

「 就 農 支 援 科

　 担 い 手 支 援 科 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 農 学 科 及 び 研 究 科 の 分 掌 事 務 中
「 農 学 科

　 研 究 科 」 を 「 農 学 科 」 に 改 め 、 同 条

第 四 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

４　 研 修 部 の 各 科 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　　 就 農 支 援 科

一　 就 農 支 援 に 関 す る 研 修 計 画 に 関 す る こ と 。

二　 就 農 支 援 に 関 す る 研 修 生 の 募 集 及 び 選 考 に 関 す る こ と 。

三　 農 業 理 解 研 修 を 受 け よ う と す る 者 の 募 集 に 関 す る こ と 。

四　 就 農 支 援 に 関 す る 研 修 生 に 関 す る 表 簿 の 整 理 に 関 す る こ と 。

五　 農 業 者 生 涯 教 育 研 修 （ 農 業 の 担 い 手 に 対 す る も の を 除 く 。 ） 及 び 農 業 理 解 研 修 に 関 す る こ と 。
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六　 就 農 支 援 に 関 す る 研 修 生 の 成 績 の 評 価 に 関 す る こ と 。

　 担 い 手 支 援 科

一　 農 業 の 担 い 手 支 援 に 関 す る 研 修 計 画 に 関 す る こ と 。

二　 農 業 の 担 い 手 支 援 に 関 す る 研 修 生 の 募 集 及 び 選 考 に 関 す る こ と 。

三　 農 業 の 担 い 手 支 援 に 関 す る 研 修 生 に 関 す る 表 簿 の 整 理 に 関 す る こ と 。

四　 農 業 の 担 い 手 に 対 す る 農 業 者 生 涯 教 育 研 修 及 び 農 業 機 械 研 修 に 関 す る こ と 。

五　 農 業 の 担 い 手 支 援 に 関 す る 研 修 生 の 成 績 の 評 価 に 関 す る こ と 。

六　 農 業 用 の 機 械 及 び 施 設 に 関 す る 教 育 計 画 に 関 す る こ と 。

七　 農 業 用 の 機 械 及 び 施 設 の 講 義 、 実 験 、 演 習 及 び 実 習 に 関 す る こ と 。

八　 農 業 用 の 機 械 及 び 施 設 に 関 す る 学 生 の 成 績 の 評 価 に 関 す る こ と 。

　 第 五 十 一 条 第 九 項 中 「 第 六 項 建 築 課 の 分 掌 事 務 各 号 」 を 「 第 七 項 建 築 課 の 分 掌 事 務 各 号 」 に 改 め 、 同 条 第

十 四 項 管 理 課 の 分 掌 事 務 中 第 十 二 号 を 第 十 三 号 と し 、 第 一 号 か ら 第 十 一 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 分 掌

事 務 に 第 一 号 と し て 次 の 一 号 を 加 え る 。

一　 公 印 の 管 守 に 関 す る こ と 。

　 第 五 十 一 条 中 第 十 六 項 を 第 十 七 項 と し 、 第 十 五 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

16　 愛 知 県 知 多 建 設 事 務 所 の 所 掌 す る 西 知 多 道 路 事 業 に 係 る 事 務 を 分 掌 さ せ る た め 、 愛 知 県 知 多 建 設 事 務 所

西 知 多 道 路 常 滑 出 張 所 を 常 滑 市 に 置 く 。

　 第 五 十 六 条 第 二 項 の 表 県 民 生 活 部 の 項 中 「 県 民 生 活 部 」 を 「 県 民 文 化 部 」 に 改 め 、 同 表 健 康 福 祉 部 の 項 中

「 医 療 制 度 改 革 監 」 を 「 医 療 介 護 推 進 監 」 に 、 「 医 療 制 度 改 革 の 」 を 「 医 療 及 び 介 護 の 連 携 に 関 す る 施 策 の 」

に 改 め 、 同 表 農 林 水 産 部 の 項 中

「 農 地 環 境 対 策 監 上 司 の 命 を 受 け 、 農 地 等 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 推 進 及 び 総 合 調 整 に 関 す る 事 務

を 掌 理 し 、 並 び に 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す る 。 」
を

「
全 国 植 樹 祭 推 進

監
農 地 環 境 対 策 監

上 司 の 命 を 受 け 、 全 国 植 樹 祭 の 開 催 に 関 す る 施 策 の 総 合 調 整 に 関 す る 事 務 を 掌

理 し 、 及 び 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す る 。

上 司 の 命 を 受 け 、 農 地 等 に 係 る 環 境 保 全 対 策 の 推 進 及 び 総 合 調 整 に 関 す る 事 務

を 掌 理 し 、 並 び に 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す る 。

」
に 改 め 、 同

表 建 設 部 の 項 中

「 治 水 防 災 対 策 監 上 司 の 命 を 受 け 、 津 波 ・ 浸 水 対 策 及 び 土 砂 災 害 防 止 対 策 等 の 治 水 に 関 す る 施 策

の 推 進 及 び 総 合 調 整 に 関 す る 事 務 を 掌 理 し 、 並 び に 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す

る 。 」
を

「
港 湾 事 業 推 進 監

治 水 防 災 対 策 監
上 司 の 命 を 受 け 、 名 古 屋 港 関 連 事 業 の 推 進 及 び 伊 勢 湾 全 体 の 港 湾 連 携 並 び に こ

れ ら の 総 合 調 整 に 関 す る 事 務 を 掌 理 し 、 並 び に 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す る 。

上 司 の 命 を 受 け 、 津 波 ・ 浸 水 対 策 及 び 土 砂 災 害 防 止 対 策 等 の 治 水 に 関 す る 施 策

の 推 進 及 び 総 合 調 整 に 関 す る 事 務 を 掌 理 し 、 並 び に 上 司 が 命 ず る 事 務 を 掌 理 す

る 。

」
に 改 め る 。

第 五 十 七 条 第 一 項 の 表 中 「 一 宮 高 等 技 術 専 門 校 」 の 下 に 「 、 窯 業 高 等 技 術 専 門 校 」 を 加 え 、 同 表 心 身 障 害

者 コ ロ ニ ー の 春 日 台 職 業 訓 練 校 の 項 を 削 り 、 同 表 あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー の 常 滑 窯 業 技 術 セ ン タ ー

の 三 河 窯 業 試 験 場 の 項 中 「 常 滑 窯 業 技 術 セ ン タ ー 」 を 「 産 業 技 術 セ ン タ ー 」 に 、 「 三 河 窯 業 試 験 場 」 を 「 窯

業 試 験 場 」 に 改 め 、 同 表 東 京 事 務 所 の 課 か ら 港 務 所 の 課 ま で の 項 中 「 心 身 障 害 者 コ ロ ニ ー の 運 用 部 の 課 」 を

「 心 身 障 害 者 コ ロ ニ ー の 運 用 部 の 課

　 心 身 障 害 者 コ ロ ニ ー の こ ば と 学 園 の 支 援 課 」 に 改 め 、 同 表 環 境 調 査 セ ン タ ー の 部 及 び 支 所 か ら 森 林 ・ 林 業

技 術 セ ン タ ー の 部 ま で の 項 中 「 常 滑 窯 業 技 術 セ ン タ ー 」 を 「 産 業 技 術 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 表 中 「 教 務 ・ 支

援 課 」 を 「 支 援 課 」 に 改 め る 。

第 五 十 九 条 第 一 項 の 表 消 防 学 校 か ら 農 業 大 学 校 ま で の 項 中 「 及 び 」 を 「 、 窯 業 高 等 技 術 専 門 校 及 び 」 に 改

め 、 同 表 一 宮 高 等 技 術 専 門 校 及 び 高 浜 高 等 技 術 専 門 校 の 項 中 「 一 宮 高 等 技 術 専 門 校　 高 浜 高 等 技 術 専 門 校 」 を

「 一 宮 高 等 技 術 専 門 校

　 窯 業 高 等 技 術 専 門 校

　 高 浜 高 等 技 術 専 門 校 」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 十 一 条 第 九 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら

施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　
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愛 知 県 規 則 第 二 十 八 号

　　　 愛 知 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 事 務 委 任 規 則 （ 昭 和 四 十 年 愛 知 県 規 則 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 一 東 三 河 総 局 長 又 は 県 民 事 務 所 長 の 項 第 六 号 中 「 及 び 第 十 八 条 の 十 三 第 一 項 」 を 「 、 第 十 八 条 の

十 三 第 一 項 及 び 第 十 八 条 の 三 十 一 第 一 項 」 に 、 「 又 は 第 十 八 条 の 九 」 を 「 、 第 十 八 条 の 九 又 は 第 十 八 条 の

二 十 七 」 に 改 め 、 同 項 第 七 号 中 「 及 び 第 十 八 条 の 十 三 第 二 項 」 を 「 、 第 十 八 条 の 十 三 第 二 項 及 び 第 十 八 条 の

三 十 一 第 二 項 」 に 、「 若 し く は 特 定 粉 じ ん 発 生 施 設 」 を 「 、 特 定 粉 じ ん 発 生 施 設 若 し く は 水 銀 排 出 施 設 」 に 改 め 、

同 項 第 八 号 中 「 及 び 第 十 八 条 の 十 三 第 二 項 」 を 「 、 第 十 八 条 の 十 三 第 二 項 及 び 第 十 八 条 の 三 十 一 第 二 項 」 に 、「 又

は 特 定 粉 じ ん 発 生 施 設 」 を 「 、 特 定 粉 じ ん 発 生 施 設 又 は 水 銀 排 出 施 設 」 に 改 め 、 同 項 第 二 十 三 号 中 「 特 定 工

事 の 施 工 」 を 「 特 定 粉 じ ん 排 出 等 作 業 の 実 施 」 に 改 め 、 同 項 第 二 十 五 号 の 次 に 次 の 六 号 を 加 え る 。

二 十 五 の 二　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 水 銀 排 出 施 設 の 設 置 の 届 出 を 受 理 す る

こ と 。

二 十 五 の 三　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 四 第 一 項 の 規 定 に よ り 水 銀 排 出 施 設 の 使 用 の 届 出 を 受 理 す る

こ と 。

二 十 五 の 四　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 水 銀 排 出 施 設 の 構 造 若 し く は 使 用 の 方

法 又 は 水 銀 等 の 処 理 の 方 法 の 変 更 の 届 出 を 受 理 す る こ と 。

二 十 五 の 五　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 六 の 規 定 に よ り 水 銀 排 出 施 設 の 構 造 若 し く は 使 用 の 方 法 若 し

く は 水 銀 等 の 処 理 の 方 法 に 関 す る 計 画 の 変 更 （ 同 法 第 十 八 条 の 二 十 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 計

画 の 廃 止 を 含 む 。 ） 又 は 水 銀 排 出 施 設 の 設 置 に 関 す る 計 画 の 廃 止 を 命 ず る こ と 。

二 十 五 の 六　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 九 第 一 項 の 規 定 に よ り 水 銀 排 出 施 設 の 構 造 若 し く は 使 用 の 方

法 若 し く は 水 銀 等 の 処 理 の 方 法 の 改 善 又 は 水 銀 排 出 施 設 の 使 用 の 一 時 停 止 そ の 他 水 銀 等 の 大 気 中 へ の 排

出 を 減 少 さ せ る た め の 措 置 を と る べ き こ と を 勧 告 す る こ と 。

二 十 五 の 七　 大 気 汚 染 防 止 法 第 十 八 条 の 二 十 九 第 二 項 の 規 定 に よ り 勧 告 に 係 る 措 置 を と る べ き こ と を 命 ず

る こ と 。

　 別 表 第 一 東 三 河 総 局 長 又 は 県 民 事 務 所 長 の 項 第 百 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

百 四 の 二　 土 壌 汚 染 対 策 法 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 の 状 況 の 調 査 結 果 を

受 理 す る こ と 。

　 別 表 第 一 東 三 河 総 局 長 又 は 県 民 事 務 所 長 の 項 第 百 五 号 中 「 第 四 条 第 二 項 」 を 「 第 四 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同

項 第 百 四 十 四 号 中 「 の 規 定 」 を 「 及 び 第 三 項 の 規 定 」 に 改 め 、 同 項 第 百 四 十 五 号 中 「 第 四 十 条 第 三 項 」 を

「 第 四 十 条 第 四 項 」 に 改 め 、 同 項 第 百 四 十 六 号 中 「 第 四 十 条 第 四 項 」 を 「 第 四 十 条 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 第

百 四 十 七 号 中 「 第 四 十 条 第 五 項 」 を 「 第 四 十 条 第 六 項 」 に 改 め 、 同 項 第 百 四 十 八 号 中 「 第 四 十 条 第 六 項 」 を

「 第 四 十 条 第 七 項 」 に 改 め 、 同 表 保 健 所 長 の 項 第 二 号 の 十 四 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 二 の 十 四　 削 除

　 別 表 第 一 福 祉 事 務 所 長 の 項 第 二 十 号 の 四 中 「 第 二 十 六 条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 第 二 十 六 条 第 一 項 第 五 号 」 に

改 め 、 同 表 児 童 ・ 障 害 者 相 談 セ ン タ ー 長 又 は 児 童 相 談 セ ン タ ー 長 の 項 第 二 号 の 六 中 「 第 五 号 」 を 「 第 六 号 」

に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 及 び 第 三 十 三 条 第 五 項 」 を 削 り 、 同 項 第 十 一 号 の 二 中 「 第 三 十 三 条 第 七 項 」 を 「 第

三 十 三 条 第 九 項 」 に 改 め 、 同 項 第 十 一 号 の 三 中 「 第 三 十 三 条 第 九 項 」 を 「 第 三 十 三 条 第 十 一 項 」 に 改 め 、 同

項 第 十 一 号 の 七 中 「 第 三 十 三 条 第 六 項 第 二 号 」 を 「 第 三 十 三 条 第 八 項 第 二 号 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 二 東 三 河 総 局 長 又 は 県 民 事 務 所 長 の 項 第 四 号 中 「 若 し く は 特 定 工 事 を 施 工 す る 者 」 を 「 、 解 体 等 工

事 の 発 注 者 若 し く は 受 注 者 、 自 主 施 工 者 、 特 定 工 事 を 施 工 す る 者 若 し く は 水 銀 排 出 施 設 を 設 置 し て い る 者 」

に 、 「 特 定 粉 じ ん 排 出 等 作 業 」 を 「 解 体 等 工 事 に 係 る 建 築 物 等 の 状 況 、 特 定 粉 じ ん 排 出 等 作 業 の 状 況 、 水 銀

排 出 施 設 」 に 、 「 若 し く は 特 定 工 事 の 場 所 」 を 「 、 解 体 等 工 事 に 係 る 建 築 物 等 、 解 体 等 工 事 の 現 場 若 し く は

水 銀 排 出 施 設 を 設 置 し て い る 者 の 工 場 若 し く は 事 業 場 」 に 、 「 特 定 工 事 に 係 る 建 築 物 等 」 を 「 解 体 等 工 事 に

係 る 建 築 物 等 、 水 銀 排 出 施 設 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 東 三 河 総 局 長 又 は 県 民 事 務 所 長 の 項 第

二 十 三 号 、 同 表 福 祉 事 務 所 長 の 項 第 二 十 号 の 四 及 び 同 表 児 童 ・ 障 害 者 相 談 セ ン タ ー 長 又 は 児 童 相 談 セ ン タ ー

長 の 項 第 二 号 の 六 の 改 正 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 同 項 第 四 号 、 第 十 一 号 の 二 、 第 十 一 号 の 三 及 び 第 十 一 号 の 七

の 改 正 規 定 は 同 月 二 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 公 印 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 二 十 九 号

　　　 愛 知 県 公 印 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 公 印 規 則 （ 昭 和 三 十 年 愛 知 県 規 則 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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別 表 知 事 印 の 項 中
「

建
設

事
務

所
長

」
を

「
建

設
事

務
所

長

愛
知

県
西

三
河

建
設

事
務

所
西

尾
支

所
長

愛
知

県
豊

田
加

茂
建

設
事

務
所

足
助

支
所

長 愛
知

県
新

城
設

楽
建

設
事

務
所

設
楽

支
所

長 」
に 改 め 、 同 表 地 方 機 関 の 長 印 の 項 中

「
あ

い
ち

産
業

科
学

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

の
各

技
術

セ
ン

タ
ー

の
長 」

を
「

あ
い

ち
産

業
科

学
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
の

各
技

術
セ

ン
タ

ー
の

長 あ
い

ち
産

業
科

学
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
の

各
窯

業
試

験
場

の
長

」
に 、

「
愛

知
県

新
城

設
楽

農
林

水
産

事
務

所
新

城
林

務
課

長
」

を
「

愛
知

県
新

城
設

楽
農

林
水

産
事

務
所

新
城

林
務

課
長

愛
知

県
西

三
河

建
設

事
務

所
西

尾
支

所
長

愛
知

県
豊

田
加

茂
建

設
事

務
所

足
助

支
所

長 愛
知

県
新

城
設

楽
建

設
事

務
所

設
楽

支
所

長 」
に 改 め

る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 知 事 の 職 務 代 理 者 の 順 序 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 号

　　　 知 事 の 職 務 代 理 者 の 順 序 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 知 事 の 職 務 代 理 者 の 順 序 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 愛 知 県 規 則 第 七 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 第 一 条 中 「 中 西 副 知 事 」 を 「 石 原 副 知 事 」 に 、 「 石 原 副 知 事 」 を 「 加 藤 副 知 事 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 一 号

　　　 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 管 理 規 則 （ 平 成 四 年 愛 知 県 規 則 第 八 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 十 四 条 中 「 、 視 聴 覚 資 料 」 を 削 る 。

　 第 二 十 八 条 第 四 号 中 「 特 許 資 料 及 び 」 を 削 る 。

　 第 二 十 九 条 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

　 た だ し 、 交 付 を 受 け て い た 利 用 カ ー ド を 提 出 し て 申 し 込 む 場 合 に あ っ て は 、 利 用 カ ー ド 申 込 書 の 提 出 を

要 し な い 。

　 第 三 十 条 中 「 に お い て 」 の 下 に 「 、 同 項 中 「 日 」 と あ る の は 「 日 （ 第 二 十 九 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 申 込

み に よ り 交 付 す る 利 用 カ ー ド に あ っ て は 、 そ の 交 付 の 日 ） 」 と 」 を 加 え る 。

　 様 式 第 十 五 （ そ の 二 ） を 次 の よ う に 改 め る 。
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様 式 第 十 七 （
表

）
中
「

ま
で

有
効

」
を
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更
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）
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に 改 め 、 同 様 式 （
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」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 管 理 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 利 用

カ ー ド は 、 改 正 後 の 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 管 理 規 則 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 使 用 す る こ と が で き る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 二 号

　　　 愛 知 県 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 九 年 愛 知 県 規 則 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

　　　 愛 知 県 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 、 財 務 及 び 会 計 並 び に 人 事 管 理 に 関 す る 規 則

　 第 一 条 中 「 並 び に 財 務 及 び 会 計 」 を 「 、 財 務 及 び 会 計 並 び に 人 事 管 理 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加

え る 。

　 （ 監 査 報 告 の 作 成 ）

第 一 条 の 二　 法 第 十 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 監 査 報 告 の 作 成 に つ い て は 、 次 項 か ら 第 五 項 ま で に 定 め る と こ

ろ に よ る 。

２　 監 事 は 、 そ の 職 務 を 適 切 に 遂 行 す る た め 、 次 に 掲 げ る 者 と の 意 思 疎 通 を 図 り 、 情 報 の 収 集 及 び 監 査 の 環

境 の 整 備 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 役 員 （ 監 事 を 除 く 。 第 一 号 並 び に 第 五 項 第 三 号 及

び 第 四 号 に お い て 同 じ 。 ） は 、 監 事 の 職 務 の 執 行 の た め の 必 要 な 体 制 の 整 備 に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

　 一　 法 人 の 役 員 及 び 職 員

　 二　 前 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 監 事 が 適 切 に 職 務 を 遂 行 す る に 当 た り 意 思 疎 通 を 図 る べ き 者

３　 前 項 の 規 定 は 、 監 事 が 公 正 不 偏 の 態 度 及 び 独 立 の 立 場 を 保 持 す る こ と が で き な く な る お そ れ の あ る 関 係

の 創 設 及 び 維 持 を 認 め る も の と 解 し て は な ら な い 。

４　 監 事 は 、 そ の 職 務 の 遂 行 に 当 た り 、 必 要 に 応 じ 、 法 人 の 他 の 監 事 と の 意 思 疎 通 及 び 情 報 の 交 換 を 図 る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。

５　 監 査 報 告 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

　 一　 監 査 の 方 法 及 び そ の 内 容

　 二　 法 人 の 業 務 が 、 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か ど う か 及 び 中 期 目 標 （ 法 第 二 十 五 条 第 一 項 に

規 定 す る 中 期 目 標 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 着 実 な 達 成 に 向 け 効 果 的 か つ 効 率 的 に 実 施 さ れ て い る か ど う

か に つ い て の 意 見

　 三　 法 人 の 役 員 の 職 務 の 執 行 が 法 令 等 に 適 合 す る こ と を 確 保 す る た め の 体 制 そ の 他 法 人 の 業 務 の 適 正 を 確

保 す る た め の 体 制 の 整 備 及 び 運 用 に つ い て の 意 見

　 四　 法 人 の 役 員 の 職 務 の 遂 行 に 関 し 、 不 正 の 行 為 又 は 法 令 等 に 違 反 す る 重 大 な 事 実 が あ っ た と き は 、 そ の

事 実
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　 五　 監 査 の た め 必 要 な 調 査 が で き な か っ た と き は 、 そ の 旨 及 び そ の 理 由

　 六　 監 査 報 告 を 作 成 し た 日

　 （ 監 事 の 調 査 の 対 象 と な る 書 類 ）

第 一 条 の 三　 法 第 十 三 条 第 六 項 第 二 号 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 書 類 は 、 こ の 規 則 の 規 定 に 基 づ き 知 事 に 提 出

す る 書 類 と す る 。

　 第 二 条 中 「 業 務 方 法 書 に 記 載 す べ き 」 を 「 規 則 で 定 め る 」 に 改 め る 。

第 六 条 か ら 第 八 条 ま で を 削 る 。

第 九 条 の 前 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 を 第 六 条 と し 、 同 条 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 会 計 処 理 ） 」 を 付 す る 。

第 九 条 の 二 を 第 七 条 と す る 。

　 第 十 条 中 「 ） に 」 を 「 。 以 下 「 会 計 基 準 」 と い う 。 ） に 」 に 改 め 、 同 条 を 第 八 条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の 一

条 を 加 え る 。

　 （ 事 業 報 告 書 の 記 載 事 項 ）

第 九 条　 法 第 三 十 四 条 第 二 項 の 事 業 報 告 書 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

　 一　 法 人 に 関 す る 基 礎 的 な 情 報

　　 イ　 目 標 、 業 務 内 容 、 沿 革 、 設 立 に 係 る 根 拠 法 、 設 立 団 体 の 長 、 組 織 図 そ の 他 の 法 人 の 概 要

　　 ロ　 事 務 所 （ 従 た る 事 務 所 を 含 む 。 ） の 所 在 地

　　 ハ　 資 本 金 の 額 （ 前 事 業 年 度 末 か ら の 増 減 を 含 む 。 ）

　　 ニ　 在 学 す る 学 生 の 数

　　 ホ　 役 員 の 氏 名 、 役 職 、 任 期 、 担 当 及 び 経 歴

　　 ヘ　 常 勤 職 員 の 数 （ 前 事 業 年 度 末 か ら の 増 減 を 含 む 。 ） 及 び 平 均 年 齢 並 び に 法 人 へ の 出 向 者 の 数

　　 ト　 非 常 勤 職 員 の 数

　 二　 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 財 務 諸 表 （ 以 下 「 財 務 諸 表 」 と い う 。 ） の 要 約

　 三　 財 務 情 報

　　 イ　 財 務 諸 表 に 記 載 さ れ た 事 項 の 概 要

　　 ロ　 重 要 な 施 設 等 の 整 備 等 の 状 況

　　 ハ　 予 算 及 び 決 算 の 概 要

　 四　 事 業 に 関 す る 説 明

　　 イ　 財 源 の 内 訳

　　 ロ　 財 務 情 報 及 び 業 務 の 実 績 に 基 づ く 説 明

　 五　 そ の 他 事 業 に 関 す る 事 項

　 第 十 一 条 中 「 第 三 十 四 条 第 四 項 」 を 「 第 三 十 四 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の 一

条 を 加 え る 。

　 （ 会 計 監 査 報 告 の 作 成 ）

第 十 一 条　 法 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 会 計 監 査 報 告 の 作 成 に つ い て は 、 次 項 か ら 第 四 項 ま で に 定 め る

と こ ろ に よ る 。

２　 会 計 監 査 人 は 、 そ の 職 務 を 適 切 に 遂 行 す る た め 、 次 に 掲 げ る 者 と の 意 思 疎 通 を 図 り 、 情 報 の 収 集 及 び 監

査 の 環 境 の 整 備 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 会 計 監 査 人 が 公 正 不 偏 の 態 度 及 び 独 立 の 立 場 を 保 持 す

る こ と が で き な く な る お そ れ の あ る 関 係 の 創 設 及 び 維 持 を 認 め る も の と 解 し て は な ら な い 。

　 一　 法 人 の 役 員 （ 監 事 を 除 く 。 ） 及 び 職 員

　 二　 前 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 会 計 監 査 人 が 適 切 に 職 務 を 遂 行 す る に 当 た り 意 思 疎 通 を 図 る べ き 者

３　 会 計 監 査 人 は 、 財 務 諸 表 、 事 業 報 告 書 及 び 決 算 報 告 書 を 受 領 し た と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 内 容 と す る

会 計 監 査 報 告 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

　 一　 監 査 の 方 法 及 び そ の 内 容

二　 財 務 諸 表 （ 利 益 の 処 分 又 は 損 失 の 処 理 に 関 す る 書 類 を 除 く 。 以 下 こ の 号 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が

法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状 況 、 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー の 状 況 等 を 全 て の 重 要 な 点 に お い て 適 正 に 表 示 し て い

る か ど う か に つ い て の 意 見 が あ る と き は 、 次 の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 意 見 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 イ か ら ハ

ま で に 定 め る 事 項

イ　 無 限 定 適 正 意 見　 監 査 の 対 象 と な っ た 財 務 諸 表 が 会 計 基 準 そ の 他 の 一 般 に 公 正 妥 当 と 認 め ら れ る

会 計 の 慣 行 に 準 拠 し て 、 法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状 況 、 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー の 状 況 等 を 全 て の 重 要 な

点 に お い て 適 正 に 表 示 し て い る と 認 め ら れ る 旨

ロ　 除 外 事 項 を 付 し た 限 定 付 適 正 意 見　 監 査 の 対 象 と な っ た 財 務 諸 表 が 除 外 事 項 を 除 き 会 計 基 準 そ の

他 の 一 般 に 公 正 妥 当 と 認 め ら れ る 会 計 の 慣 行 に 準 拠 し て 、 法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状 況 、 キ ャ ッ シ ュ ・

フ ロ ー の 状 況 等 を 全 て の 重 要 な 点 に お い て 適 正 に 表 示 し て い る と 認 め ら れ る 旨 及 び 除 外 事 項

ハ　 不 適 正 意 見　 監 査 の 対 象 と な っ た 財 務 諸 表 が 不 適 正 で あ る 旨 及 び そ の 理 由

三　 前 号 の 意 見 が な い と き は 、 そ の 旨 及 び そ の 理 由

四　 追 記 情 報

五　 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 利 益 の 処 分 又 は 損 失 の 処 理 に 関 す る 書 類 、 事 業 報 告 書 （ 会 計 に 関 す る 部

分 に 限 る 。 ） 及 び 決 算 報 告 書 に 関 し て 必 要 な 報 告
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　 六　 会 計 監 査 報 告 を 作 成 し た 日

４　 前 項 第 四 号 の 「 追 記 情 報 」 と は 、 次 に 掲 げ る 事 項 そ の 他 の 事 項 の う ち 、 会 計 監 査 人 の 判 断 に 関 し て 説 明

を 付 す る 必 要 が あ る 事 項 又 は 財 務 諸 表 の 内 容 の う ち 強 調 す る 必 要 が あ る 事 項 と す る 。

一　 正 当 な 理 由 に よ る 会 計 方 針 の 変 更

二　 重 要 な 偶 発 事 象

三　 重 要 な 後 発 事 象

　 第 十 四 条 中 「 第 四 十 条 第 六 項 」 を 「 第 四 十 条 第 五 項 」 に 改 め る 。

　 本 則 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

　 （ 内 部 組 織 ）

第 十 九 条　 法 第 五 十 六 条 の 二 第 一 号 に 規 定 す る 離 職 前 五 年 間 に 在 職 し て い た 法 人 の 内 部 組 織 と し て 規 則 で 定

め る も の は 、 現 に 存 す る 理 事 長 の 直 近 下 位 の 内 部 組 織 と し て 知 事 が 定 め る も の （ 次 項 に お い て 「 現 内 部 組

織 」 と い う 。 ） で あ っ て 再 就 職 者 （ 同 号 に 規 定 す る 再 就 職 者 を い い 、 離 職 後 二 年 を 経 過 し た 者 を 除 く 。 同

項 に お い て 同 じ 。 ） が 離 職 前 五 年 間 に 在 籍 し て い た も の と す る 。

２　 直 近 七 年 間 に 存 し 、 又 は 存 し て い た 理 事 長 の 直 近 下 位 の 内 部 組 織 と し て 知 事 が 定 め る も の で あ っ て 再 就

職 者 が 離 職 前 五 年 間 に 在 職 し て い た も の が 行 っ て い た 業 務 を 現 内 部 組 織 （ 当 該 内 部 組 織 が 現 内 部 組 織 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 他 の 現 内 部 組 織 ） が 行 っ て い る 場 合 に お け る 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 再 就

職 者 が 離 職 前 五 年 間 に 当 該 現 内 部 組 織 に 在 職 し て い た も の と み な す 。

　 （ 管 理 又 は 監 督 の 地 位 ）

第 二 十 条　 法 第 五 十 六 条 の 二 第 二 号 に 規 定 す る 管 理 又 は 監 督 の 地 位 と し て 規 則 で 定 め る も の は 、 職 員 の 退 職

管 理 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 人 事 委 員 会 規 則 八 の 二 ― 〇 ） 第 二 十 一 条 第 一 号 に 掲 げ る 職 に 相 当

す る も の と し て 知 事 が 定 め る も の と す る 。

　 （ 業 務 実 績 等 報 告 書 の 記 載 事 項 ）

第 二 十 一 条　 法 第 七 十 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 報 告 書 に は 、 当 該 報 告 書 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 報 告 書 の い ず

れ に 該 当 す る か に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 項 目 ご と に 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

一　 事 業 年 度 に お け る 業 務 の 実 績 及 び 当 該 実 績 に つ い て 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 明 ら か に し た 報 告 書　 当

該 事 業 年 度 に 係 る 年 度 計 画 に 定 め た 項 目

二　 中 期 目 標 の 期 間 の 終 了 時 に 見 込 ま れ る 中 期 目 標 の 期 間 に お け る 業 務 の 実 績 及 び 当 該 実 績 に つ い て 自 ら

評 価 を 行 っ た 結 果 を 明 ら か に し た 報 告 書 並 び に 中 期 目 標 の 期 間 に お け る 業 務 の 実 績 及 び 当 該 実 績 に つ い

て 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 明 ら か に し た 報 告 書　 中 期 計 画 に 定 め た 項 目

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。
平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 三 号

フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 平 成 十 三 年 愛 知 県 規 則 第 八 十 七 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 愛 知 県 環 境 部 大 気 環 境 課 」 を 「 愛 知 県 環 境 部 水 大 気 環 境 課 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 四 号

　　　 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 細 則 （ 平 成 十 五 年 愛 知 県 規 則 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 条 第 一 項 の 表 ㈠ の 項 中 「 処 理 業 省 令 第 十 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 申 請 書 」 を

「 処 理 業 省 令 第 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 申 請 書 及 び 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 書 類

処 理 業 省 令 第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 申 請 書 及 び 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 書 類

処 理 業 省 令 第 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 申 請 書 及 び 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 書 類

処 理 業 省 令 第 十 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 申 請 書　　　　　　　　　　　　　　 」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

	 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 五 号

　　　 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 昭 和 五 十 二 年 愛 知 県 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 十 四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 二 以 上 の 事 業 者 に よ る 産 業 廃 棄 物 の 処 理 に 係 る 特 例 認 定 申 請 書 等 に 係 る 添 付 書 類 ）

第 十 四 条 の 二　 法 第 十 二 条 の 七 第 二 項 に 規 定 す る 申 請 書 又 は 省 令 第 八 条 の 三 十 八 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 申 請

書 に は 、 省 令 第 八 条 の 三 十 八 の 五 第 四 項 又 は 第 八 条 の 三 十 八 の 六 第 二 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 前 条 第 一

項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類 で 処 理 者 （ 申 請 者 の う ち 、 そ れ ら の 産 業 廃 棄 物 の 収 集 、 運 搬 又 は 処

分 を 行 う も の を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る も の （ 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類 に あ つ て は 、 処 分 を 行

う 場 合 に 限 る 。 ） そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

２　 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 処 理 者 が 直 前 三 年 の 各 事 業 年 度 に お い て 営 業 活 動 の 実 績 を 有 す る 場 合 で あ つ

て 、 直 前 の 事 業 年 度 に お い て 経 常 利 益 金 額 等 が 零 を 超 え 、 か つ 、 自 己 資 本 比 率 が 百 分 の 十 以 上 で あ る 場 合

そ の 他 知 事 が 定 め る 場 合 に あ つ て は 、 こ れ ら の 場 合 に 該 当 す る 処 理 者 に 係 る 前 条 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 書

類 は 、 添 付 を 要 し な い 。

　 第 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 中 「 前 条 第 一 項 第 一 号 」 を 「 第 十 四 条 第 一 項 第 一 号 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 前

条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 第 十 四 条 第 一 項 第 四 号 」 に 改 め る 。

　 第 十 六 条 第 一 項 中 「 第 十 九 条 の 十 一 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 の 十 二 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 十 九

条 の 十 一 第 三 項 」 を 「 第 十 九 条 の 十 二 第 三 項 」 に 改 め る 。

　 第 十 八 条 第 一 項 中 「 第 九 条 の 二 の 四 第 一 項 」 の 下 に 「 、 第 十 二 条 の 七 第 一 項 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 第 一 号

中 「 許 可 」 の 下 に 「 、 認 定 」 を 加 え る 。

　 第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 中 「 、 第 九 条 」 を 「 、 省 令 第 十 三 条 の 三 、 第 十 三 条 の 四 及 び 第 十 三 条 の 十 一 に 規 定

す る 届 出 書 、 書 類 及 び 図 面 、 第 九 条 」 に 改 め る 。

　 様 式 第 四 十 中
「

第
19

条
の

11
第

３
項

」
を

「
第

19
条

の
12

第
３

項
」

に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 廃 棄 物 の 適 正 な 処 理 の 促 進 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

	 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 六 号

　　　 廃 棄 物 の 適 正 な 処 理 の 促 進 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 廃 棄 物 の 適 正 な 処 理 の 促 進 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 五 年 愛 知 県 規 則 第 八 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 第 二 十 九 条 の 表 設 楽 町 産 業 廃 棄 物 等 関 連 施 設 の 設 置 に 係 る 紛 争 の 予 防 及 び 調 整 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 五

年 設 楽 町 条 例 第 十 七 号 ） の 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

東 栄 町 産 業 廃 棄 物 等 関 連 施 設 の 設 置 に 係 る 紛 争 の 予 防 及 び 調 整 に

関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 東 栄 町 条 例 第 一 号 ）

第 九 条 （ 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 の 設 置 等 の 許 可 を

受 け よ う と す る 者 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ）

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 七 号

　　　 愛 知 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 愛 知 県 規 則 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 様 式 第 六 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。
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２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

様 式 第 九 中
「

　
　

　
 年

　
　

　
月

か
ら

　
　

　
　

 年
　

　
　

月
ま

で

」
を

「

　
　

　
 年

　
　

　
月

か
ら

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ま

で

」
に 改 め る 。

　 様 式 第 十 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。
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２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 十 六 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 十 八 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。



平成30年３月30日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-15-

第3470号

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 二 十 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 二 十 二 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。



平成30年３月30日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-16-

第3470号

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 二 十 六 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　 様 式 第 二 十 八 備 考 を 同 様 式 備 考 第 一 号 と し 、 同 様 式 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。



平成30年３月30日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-17-

第3470号

２
　

欄
外

に
次

に
掲

げ
る

教
示

文
言

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
１

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

知
事

に
対

し
て

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
２

　
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

１
の

審
査

請
求

の
ほ

か
、

こ
の

処
分

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。
３

　
１

の
審

査
請

求
を

し
た

場
合

は
、

そ
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

つ
た

こ
と

を
知

つ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
か

月
以

内
に

、
愛

知
県

を
被

告
と

し
て

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

こ
の

訴
訟

に
お

い
て

愛
知

県
を

代
表

す
る

者
は

、
愛

知
県

知
事

と
な

り
ま

す
。）

。」

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 在 宅 重 度 障 害 者 手 当 支 給 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 八 号

　　　 愛 知 県 在 宅 重 度 障 害 者 手 当 支 給 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 在 宅 重 度 障 害 者 手 当 支 給 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 愛 知 県 規 則 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 条 第 二 号 中 「 第 六 号 ま で 」 を 「 第 四 号 ま で 及 び 第 六 号 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 附 則 第 九 十 七 条 」 を

「 附 則 第 九 十 七 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

　 第 十 七 条 を 第 十 八 条 と し 、 第 十 六 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 手 当 の 支 払 の 調 整 ）

第 十 七 条　 手 当 を 支 給 す べ き で な い に も か か わ ら ず 、 手 当 の 支 給 と し て の 支 払 が 行 わ れ た と き は 、 そ の 支 払

わ れ た 手 当 は 、 そ の 後 に 支 払 う べ き 手 当 の 内 払 と み な す こ と が で き る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 三 十 九 号

　　　 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 平 成 二 十 六 年 愛 知 県 規 則 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 中 「 別 表 第 六 の 三 十 の 項 」 を 「 別 表 第 六 の 三 十 二 の 項 」 に 改 め る 。



平成30年３月30日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-18-

第3470号
　 様 式 第 一 （ 第 一 面 ） 中

「
重

症
患

者
認

定
」

を
「

生
活

保
護

世
帯

」
に 、

「
生

活
保

護
世

帯
」

を
「

境
界

層
該

当
」

に 、
「

境
界

層
該

当
□

該
当

　
□

非
該

当

」
を

「

」
に 改 め る 。

様 式 第 二 （ 第 一 面 ） 中
「

重
症

患
者

認
定

」
を

「
境

界
層

該
当

」
に 、

「
境

界
層

該
当

」
を

「
医

療
費

按
分

」
に 、

「
医

療
費

按
分

」
を

「

」
に 改 め る 。

　 様 式 第 八 備 考 第 四 号 を 削 る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 規 定 に 基 づ い て 作

成 さ れ て い る 特 定 医 療 費 支 給 認 定 申 請 書 の 用 紙 は 、 改 正 後 の 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行

細 則 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 使 用 す る こ と が で き る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 運 営 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 四 十 号

　　　 あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 運 営 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 あ い ち 産 業 科 学 技 術 総 合 セ ン タ ー 運 営 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 規 則 第 八 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 中 「 、 窯 業 技 術 セ ン タ ー 」 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 窯 業 、 」 を 削 り 、 同 項 中 第 三 号 を 削 り 、

第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 を 第 四 号 と す る 。

様 式 第 四 、 様 式 第 五 及 び 様 式 第 十 三 中
「

あ
い

ち
産

業
科

学
技

術
セ

ン
タ

ー
所

長
　

　
　

　
　

印
」

を
「

あ
い

ち
産

業
科

学
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
所

長
　

　
　

　
　

印
」

に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 様 式 第 四 、 様 式 第 五 及 び 様 式 第 十 三 の 改 正 規 定
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は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 種 畜 等 の 無 償 貸 付 及 び 譲 与 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 四 十 一 号

　　　 種 畜 等 の 無 償 貸 付 及 び 譲 与 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 種 畜 等 の 無 償 貸 付 及 び 譲 与 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 愛 知 県 規 則 第 八 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 中 「 貸 付 」 を 「 貸 付 け 」 に 、 「 う さ ぎ 、 鶏 、 あ ひ る 及 び カ ナ リ ヤ を 除 く 」 を 「 牛 、 馬 及 び 豚 に 限 る 」

に 、 「 農 業 災 害 補 償 法 」 を 「 農 業 保 険 法 」 に 、 「 附 さ な け れ ば 」 を 「 付 さ な け れ ば 」 に 改 め る 。

　 第 十 一 条 の 二 を 削 る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 の 改 正 規 定 （ 「 農 業 災 害 補 償 法 」 を 「 農 業 保 険 法 」

に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 四 十 二 号

　　　 愛 知 県 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 昭 和 五 十 四 年 愛 知 県 規 則 第 七 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 六 条 第 一 項 第 四 号 中 「 認 定 総 合 化 計 画 」 を 「 認 定 総 合 化 事 業 計 画 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 二 項 中 「 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 愛 知 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 四 十 三 号

　　　 愛 知 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 愛 知 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 規 則 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 第 三 項 各 号 中 「 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 特 定 の 民 間 再 開 発 事 業 認 定 事 務 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 規 則 第 四 十 四 号

　　　 特 定 の 民 間 再 開 発 事 業 認 定 事 務 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 特 定 の 民 間 再 開 発 事 業 認 定 事 務 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 九 年 愛 知 県 規 則 第 九 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

様 式 第 一 中
「

５
　

建
ぺ

い
率

」
を

「
５

　
建

蔽
率

」
に 改 め 、 同 様 式 備 考 第 九 号 中
「

建
ぺ

い
率

」
を
「

建
蔽

率
」
に 改 め る 。

様 式 第 一 の 二 中
「

５
　

建
ぺ

い
率

」
を

「
５

　
建

蔽
率

」
に 改 め 、 同 様 式 備 考 第 八 号 中
「

建
ぺ

い
率

」
を
「

建
蔽

率
」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。



平成30年３月30日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-20-

第3470号


